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論　　文　　の　　要　　旨
　Troponinは骨格筋の収縮を制御する蛋自質で，T，玉，Cの3sub㎜itsからなり，それぞれがisofom
を持っている。中でもtroponinTは最も変化に富み，70以上のisoformを持っていて，ニワトリ胚の
発生に伴ってそのisofom構成が変化することが明らかにされている。本研究は，このtrop㎝in　T
iSOfOm発現様式が神経支配及び細胞系列とどのような関係にあるかを解明したものである。
　先ず，t岬onin　T　isoformの成鶏骨格筋での分布を，2次元電気泳動pattem上で特異的な抗体を用
いて調べ，そのisofom集団を分類した。その結果，胸筋type，肢筋type，遅筋type及びこれらの3
typeの一定の組み合わせがあり，筋肉の種類により異なっていること，trop㎝in　T　isofomユの構成は
それぞれの筋肉組織に特異的であることを見つけた。更に，ニワトリの発生に伴うtroponin　T　iso－
fom　pattemは肢筋，翼筋，胸筋のそれぞれに特異的な遷移を示し，筋肉の発生段階に特異的である
ことも分かった。これらの事実に基づいて，trop㎝in　T　lsoformの発現変化に対する影響要因として
神経支配と細胞系列における決定という2つのことを取りあげて調べた。その結果，神経を切断した
筋肉ではこの遷移が正常より遅れるものの，発現する能力は失わないことが分かったので，次に発現
様式が異なる筋肉間で移植手術を行い，再生した筋肉を調べ，troponin　T　isofomの発現様式は特定
の細胞系列によって決定されていることを明らかにした。細胞系列について更に詳しく調べ，1）こ
のように移植された筋肉は移植された場所に長期間経っても保たれていて，しかも正常発生と同様に
isofomのpattemが遷移すること，2）移植後再生した筋肉細胞は時にはhostの組織と融合し，遅
筋と速筋のキメラ繊維を形成すること，3）trop㎝in　Tの胸筋typeを発現する能力は9日胚にすでに
決定を受けていること，を見つけた。
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　本研究の結果から，ニワトリ骨格筋におけるtrop㎝in　T　isofor醐の発現様式には筋肉組織特異性と
発生段階特異性があり，その筋肉特異性は胚のかなり初期から特定の細胞系列に決定されている，と
結論付けた。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究は遺伝子発現の特異な例としてt．op㎝in　T　isofomを取り上げ，その発現の多様性，遷移様
式を詳しく調べ挙げることから始められた。この結果は予想を越える遺伝子発現の複雑さを明らかに
すると共にその発現機構を解析するための基礎データとなった。その解析手段として著者は筋肉の筋
肉内移植法を確立し，これを用いてtroponin　T　isofomの発現様式がそれぞれの筋肉細胞に艀卵9日
目以前に決定されていることをつきとめ，この決定には細胞核が重要な働きをしていることをキメラ
細胞の形成実験から結論付けた。本研究は生物学的手法と生化学的手法を巧みに組み合わせて発展し，
その成果は細胞分化の研究に大きく寄与したと言える。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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